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１．概要 
  ハドロン実験ホールは、一次ビームラインシールドにより、南北に分断されているの

で（図―１参照）、小規模の荷降ろし用にジブクレーンを南北それぞれに 1基づつ、合計
2基設置する必要がある。 
使用する電動チェーンブロックとしては、以下の仕様を考えている。 

   定格荷重；４９０Kg程度 
   揚程；１０ｍ 
 
２.ジブクレーン設置案 
１）北側入り口部（図―２参照） 
⑥通り柱の地上約４．５ｍの位置に回転アーム（長さ約２ｍ）を取付け、階段踊り場

から荷下ろしを行う。 
２）南側入り口部（図―３参照） 
搬入ステージの③通り側のステージ床面に高さ約４ｍの回転アーム（長さ３ｍ）を立

て、ステージ上から荷下ろしを行う。 
 ３）現場の概況 
   図―４に南北それぞれの場所の現場写真を示す。上記のジブクレーン設置には、特に

支障は見られない。但し、実験ホール天井クレーンが、ジブクレーンアームに衝突しない

よう、アームには目立つ彩色を施す必要がある。 
 
３．安全対策 
高低差６ｍの荷下ろしを行うので、荷の真下には人が立ち入れないような措置をとる

必要がある。従って、実験ホールフロアのクレーン真下に人の立ち入りを制限するよう

な囲いを設置する必要がある。一方で使い勝手の点からは、余分なものはないほうがい

いので、この囲いはクレーン使用時だけ設置できる簡易型にする必要がある。 
 
４．使用機器の例 
 １）電動チェーンブロック ニッチ ECE40050（０．５ｔ） （図―５） 
 ２）ジブクレーン ニッチ WJ2053 、PJ23005（０．５ｔ） （図―６） 
 
 
 



５．概算見積もり 
  １）物品購入費 
 ａ）電動チェーンブロック  ニッチ ECE40050（０．５ｔ） 279000ｘ２＝558000 
 ｂ）ウオール型ジブクレーン ニッチ WJ2053（０．５ｔ）        250000 
ｃ）ポスト型ジブクレーン  ニッチ PJ23005（０．５ｔ）        489000 
ｄ）運賃他                               100000 
   小計                               1397000 
 ２）設置工事費                             890000 
   合計                               2287000 
    消費税込み価格                           2400000 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―１ ハドロン実験ホール平面図 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―２ ジブクレーン設置図（ハドロン実験ホール北側） 



 

 

 

 

 

 

 

 
図―３ ジブクレーン設置図（ハドロン実験ホール南側） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図―４ ジブクレーン設置予定場所の現況 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―５ 電動チェーンブロックの一例 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図―６ ジブクレーン保持用アーム 


